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工作舎工作舎NEWS #345

どんな名前で、どこから来て、どのように育ったのだ
ろう？　日本獣医生命科学大学付属博物館にある
キリンの全身骨格標本に秘められた正体と歴史に
向き合う。個体数管理や野生のくらしなどに焦点を
当てた4つの「キリン講話」も収録。
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様様 工作舎▶phone:03-5155-8940／fax:03-5155-8941

工作舎｜3月新刊&BEST20注文書
▼新刊ラインに搬入します。 ▼ 申込締切  3月5日
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『ダ・ヴィンチ』
2026年2月
号で紹介

『科学史研
究』2026年
1月号に掲載

~3/22岩手県
立美術館で
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▼注文口に搬入します。
△特製リーフレット+POP希望□
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BEST20注文一覧表　　2026年1月末集計より　 ＊ISBNは頭に978-4-87502がつきます。

書名 ISBN 著者 本体 冊数 書店印

1 俯瞰する知５ 科学技術のいまを問う 584-9 原島 博 2900円

2 黙示録と神の国 583-2 長谷川 章 13000円

3 平行植物　新装版 435-4 L・レオーニ 2200円

4 中華と綺想 566-5 平井敏晴 3200円

5 本朝妖怪年代紀 577-5 工作舎＝編 3200円

6 ホーム・スウィート・ホーム 573-3 杉本彩子 2800円

合計
注文冊数� 冊

7 身体化された心 354-8 F・ヴァレラ他 2800円

8 奴隷たちの秘密の薬 568-9 ロンダ・シービンガー 4500円

9 タオ自然学 108-7 F・カプラ 2200円 条件

10 賢治と鉱物 438-5 加藤碵一＋青木正博 3200円

ご担当� 様

11 しめかざり 488-0 森 須磨子 2500円

12 テスラ 285-5 M・チェニー 3600円

13 TRA 425-5 タイガー立石 5000円 月　　日発注

14 熨斗袋 516-0 川邊りえこ 1800円

15 江戸博物文庫  花草の巻 481-1 工作舎＝編 1600円

16 茶室とインテリア 388-3 内田 繁 1800円

17 ムーン・トラックス 461-3 タイガー立石 3800円

18 精神と物質　改訂版 305-7 E・シュレーディンガー 1900円

19 星投げびと 360-9 ローレン・アイズリー 2600円

20 理科系の文学誌　新装版　 576-4 荒俣 宏 3500円

動物福祉　アニマルウェルフェア
世界の歩みと日本の取組み

◉四六判　200頁　◉定価 本体2000円＋税　◉ISBN978-4-87502-565-8 C1045

「あなたは誰！？」

ISBN978-4-87502-565-8　C1045
定価　本体2000円＋税

植木美希＋田中亜紀+町屋 奈=著植木美希＋田中亜紀+町屋 奈=著

『キリンが来た道』でも取り上げられている「アニマルウェルフェア」。日獣大の先
生たちの講演が元になった本書は、養鶏場の狭いケージ、保護犬や猫の健康、
多頭飼育崩壊など、動物たちをめぐる問題を科学的に解決し快適な生活をめざ
す「動物福祉」の世界的拡がりを紹介する。

理工＞動物 ご担当者 様理工＞動物 ご担当者 様

ISBN978-4-87502-586-3　C0045
定価　本体2000円＋税

キリンが来た道キリンが来た道

キリンが来た道キリンが来た道
麒麟児　長次郎の歩み麒麟児　長次郎の歩み
日本獣医生命科学大学付属博物館＝監修
石井奈穂美+郡司芽久+川田伸一郎ほか＝著

◉四六判　200頁
◉定価 本体2000円＋税
◉ISBN978-4-87502-586-3 C0045

動物福祉　アニマルウェルフェア

Part1　麒麟児は何処から
アフリカから日本へ
日本初の麒麟児誕生　　　
上野から井の頭自然文化園へ
兄弟の行方
麒麟児の今後　　

関連書

Part2　キリン講話
[1]化石が示すキリンの進化　郡司芽久
[2]明治時代のキリンの標本　川田伸一郎
[3]国内キリンの個体群管理について　清水勲
[4]野生キリンのくらし　齋藤美保

5冊以上の注文でキ
リンの解説と関連書
籍を載せた特製リー
フレットとPOPをお
つけします。
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石井奈穂美［日本獣医生命科学大学付属博物館学芸員］
郡司芽久［解剖学者、東洋大学生命科学部生命科学科助教］
川田伸一郎［国立科学博物館動物研究部研究主幹］
清水勲［日本動物園水族館協会（JAZA）生物多様性委員会キリン計画管理者］
齋藤美保［京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科助教］
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